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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００４１】
　有機酸の例としては、アジピン酸、ベンゼン-１,３,５-トリカルボン酸、クロロコハク
酸、塩化コリン、シス-アコニット酸、シトラマル酸、クエン酸、シクロブタン１,１,３,
３-テトラカルボン酸、シクロヘキサン１,２,４,５-テトラカルボン酸、シクロペンタン
１,２,３,４-テトラカルボン酸、ジグリコール酸、フマル酸、グルタミン酸、グルタル酸
、グリオキシル酸、イソクエン酸、ケトマロン酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸、マロン
酸、ニトリロトリ酢酸、オキサル酢酸、シュウ酸、フィチン酸、p-トルエンスルホン酸、
サリチル酸、コハク酸、酒石酸、タルトロン酸、テトラヒドロフラン２,３,４,５-テトラ
カルボン酸、トリカルバリル酸、エチレンジアミン四酢酸、３-ヒドロキシグルタル酸、
２-ヒドロキシプロパン１,３-ジカルボン酸、グリセリン酸、フラン２,５-ジカルボン酸
、３,４-ジヒドロキシフラン-２,５-ジカルボン酸、３,４-ジヒドロキシテトラヒドロフ
ラン-２,５-ジカルボン酸、２-オキソグルタル酸、dl-グリセリン酸、及び２,５-フラン
ジカルボン酸がある。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　特定の具体例では、プロトンドナーはヒドロキシカルボン酸を含んでなり、１具体例で
は、ヒドロキシ酸は、２以上のカルボン酸基を有する。１以上の具体例では、２以上のカ
ルボン酸基を有するα-ヒドロキシ酸の例としては、酒石酸、リンゴ酸、クエン酸、及び
イソクエン酸が含まれる。他のα-ヒドロキシカルボン酸の例としては、乳酸、酒石酸、
及びマロン酸が含まれる。１具体例では、プロトンドナーとしては、クエン酸、乳酸、リ
ンゴ酸、酒石酸、サリチル酸、シュウ酸、又はその混合物が含まれる。１具体例では、プ
ロトンドナーはクエン酸である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１６】
　実施例２７－３０の抗ウイルス効果を、EN 14476:2005に関して記載したようにしてテ
ストし、結果（log減少）を表１２に示す
【表１２】

【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　エンベロープを持たないウイルス粒子を不活化させるための抗ウイルス組成物であって
、該組成物は、該組成物の総質量に関して、
　Ｃ１－６アルコール５０－９８質量％、
　ポリクオタニウム－２、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－５、ポリクオタニ
ウム－６、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－１１、ポリクオタニウム－１６、
ポリクオタニウム－２２、ポリクオタニウム－２４、ポリクオタニウム－２８、ポリクオ
タニウム－３２、ポリクオタニウム－３７、ポリクオタニウム－３９、ポリクオタニウム
－４２、ポリクオタニウム－４３、ポリクオタニウム－４４、ポリクオタニウム－４６、
ポリクオタニウム－５１、ポリクオタニウム－５３、ポリクオタニウム－５５、ポリクオ
タニウム－５７、ポリクオタニウム－５８、ポリクオタニウム－５９、ポリクオタニウム
－６０、ポリクオタニウム－６３、ポリクオタニウム－６４、ポリクオタニウム－６５、
ポリクオタニウム－６８、又はその混合物からなる群から選ばれるカチオン性オリゴマー
又はポリマー0.02－２０質量％、及び
　プロトンドナー、カオトロピック剤、銅又は亜鉛化合物、及びそれらの混合物からなる
群から選ばれるエンハンサー
を含んでなり、
　前記プロトンドナーは、存在する場合、組成物の総質量に関して0.01－１質量％の量で
存在し、クエン酸、酒石酸、リンゴ酸、イソクエン酸、乳酸、タルトロン酸、マロン酸、
サリチル酸、シュウ酸、及びその混合物からなる群から選ばれるものであり、
　前記カオトロピック剤は、存在する場合、組成物の総質量に関して0.25－２０質量％の
量で存在し、尿素、チオ尿素、グアニジンHCl、グアニジンチオシアネート、アミノグア
ニジンHCl、アミノグアニジン重炭酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニジンリン酸塩、及び
その混合物からなる群から選ばれるものであり、及び
　前記銅又は亜鉛化合物は、存在する場合、組成物の総質量に関して0.01－１質量％の量
で存在し、硫酸銅、クエン酸銅、シュウ酸銅、ウスニン酸銅、酢酸銅、塩化銅、炭酸銅、
アラニン／ヒスチジン／リジンポリペプチド銅HCl、ビス(トリペプチド-１)銅酢酸塩、ク
ロロフィリン-銅錯体、銅アセチルメチオネート、銅アセチルチロシネートメチルシラノ
ール、銅アデノシントリホスフェート、アスパラギン酸銅、銅クロロフィル、銅DNA、グ
ルコン酸銅、銅PCA、銅PCAメチルシラノール、ピコリン酸銅、銅末、銅トリペプチド-１
、EDTAジナトリウム-銅、サッカロミセス／銅ファーメント、サッカロミセス／銅ファー
メント加水分解物濾液、サッカロミセス／亜鉛／鉄／ゲルマニウム／銅／マグネシウム／
ケイ素ファーメント、及び銀銅ゼオライトからなる群から選ばれるものである、抗ウイル
ス組成物。
【請求項２】
　エンベロープを持たないウイルス粒子が、ピコウイルス科（Picornaviridae）、レオウ
イルス科（Reoviridae）、カルシウイルス科（Caliciviridae）、アデノウイルス科（Ade
noviridae）及びパルボウイルス科（Parvoviridae）のメンバーから選ばれるものである
、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　エンベロープを持たないウイルス粒子が、アデノウイルス、ネコカリシウイルス、ノロ
ウイルス、パピローマウイルス、ポリオウイルス、ライノウイルス、Ａ型肝炎ウイルス、
パルボウイルス、及びロタウイルスから選ばれるものである、請求項１記載の組成物。
【請求項４】
　アルコール組成物の総質量に関して少なくとも６０－９５質量％のＣ１－６アルコール
を含んでなる、請求項１記載の組成物。
【請求項５】
　エンベロープを持たないウイルス粒子を不活化させるための抗ウイルス組成物であって
、該組成物は、該組成物の総質量に関して、
　Ｃ１－６アルコール５０－９８質量％、
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　ポリクオタニウム－２、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－５、ポリクオタニ
ウム－６、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－１１、ポリクオタニウム－１６、
ポリクオタニウム－２２、ポリクオタニウム－２４、ポリクオタニウム－２８、ポリクオ
タニウム－３２、ポリクオタニウム－３７、ポリクオタニウム－３９、ポリクオタニウム
－４２、ポリクオタニウム－４３、ポリクオタニウム－４４、ポリクオタニウム－４６、
ポリクオタニウム－５１、ポリクオタニウム－５３、ポリクオタニウム－５５、ポリクオ
タニウム－５７、ポリクオタニウム－５８、ポリクオタニウム－５９、ポリクオタニウム
－６０、ポリクオタニウム－６３、ポリクオタニウム－６４、ポリクオタニウム－６５、
ポリクオタニウム－６８、又はその混合物からなる群から選ばれるカチオン性オリゴマー
又はポリマー0.02－２０質量％、及び
　クエン酸、酒石酸、リンゴ酸、イソクエン酸、乳酸、タルトロン酸、マロン酸、サリチ
ル酸、シュウ酸、及びその混合物からなる群から選ばれるプロトンドナー0.01－１質量％
を含んでなる、抗ウイルス組成物。
【請求項６】
　エンベロープを持たないウイルス粒子を不活化させるための抗ウイルス組成物であって
、該組成物は、該組成物の総質量に関して、
　Ｃ１－６アルコール５０－９８質量％、
　ポリクオタニウム－２、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－５、ポリクオタニ
ウム－６、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－１１、ポリクオタニウム－１６、
ポリクオタニウム－２２、ポリクオタニウム－２４、ポリクオタニウム－２８、ポリクオ
タニウム－３２、ポリクオタニウム－３７、ポリクオタニウム－３９、ポリクオタニウム
－４２、ポリクオタニウム－４３、ポリクオタニウム－４４、ポリクオタニウム－４６、
ポリクオタニウム－５１、ポリクオタニウム－５３、ポリクオタニウム－５５、ポリクオ
タニウム－５７、ポリクオタニウム－５８、ポリクオタニウム－５９、ポリクオタニウム
－６０、ポリクオタニウム－６３、ポリクオタニウム－６４、ポリクオタニウム－６５、
ポリクオタニウム－６８、又はその混合物からなる群から選ばれるカチオン性オリゴマー
又はポリマー0.02－２０質量％、及び
　硫酸銅、クエン酸銅、シュウ酸銅、ウスニン酸銅、酢酸銅、塩化銅、炭酸銅、アラニン
／ヒスチジン／リジンポリペプチド銅HCl、ビス(トリペプチド-１)銅酢酸塩、クロロフィ
リン-銅錯体、銅アセチルメチオネート、銅アセチルチロシネートメチルシラノール、銅
アデノシントリホスフェート、アスパルギン酸銅、銅クロロフィル、銅DNA、グルコン酸
銅、銅PCA、銅PCAメチルシラノール、ピコリン酸銅、銅末、銅トリペプチド-１、EDTAジ
ナトリウム-銅、サッカロミセス／銅ファーメント、サッカロミセス／銅ファーメント加
水分解物濾液、サッカロミセス／亜鉛／鉄／ゲルマニウム／銅／マグネシウム／ケイ素フ
ァーメント、及び銀銅ゼオライトからなる群から選ばれる銅化合物0.01－１質量％
を含んでなる、抗ウイルス組成物。
【請求項７】
　エンベロープを持たないウイルス粒子を不活化させるための抗ウイルス組成物であって
、該組成物は、該組成物の総質量に関して、
　Ｃ１－６アルコール５０－９８質量％、
　ポリクオタニウム－２、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－５、ポリクオタニ
ウム－６、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－１１、ポリクオタニウム－１６、
ポリクオタニウム－２２、ポリクオタニウム－２４、ポリクオタニウム－２８、ポリクオ
タニウム－３２、ポリクオタニウム－３７、ポリクオタニウム－３９、ポリクオタニウム
－４２、ポリクオタニウム－４３、ポリクオタニウム－４４、ポリクオタニウム－４６、
ポリクオタニウム－５１、ポリクオタニウム－５３、ポリクオタニウム－５５、ポリクオ
タニウム－５７、ポリクオタニウム－５８、ポリクオタニウム－５９、ポリクオタニウム
－６０、ポリクオタニウム－６３、ポリクオタニウム－６４、ポリクオタニウム－６５、
ポリクオタニウム－６８、又はその混合物からなる群から選ばれるカチオン性オリゴマー
又はポリマー0.02－２０質量％、及び
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　尿素、チオ尿素、グアニジンHCl、グアニジンチオシアネート、アミノグアニジンHCl、
アミノグアニジン重炭酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニジンリン酸塩、及びそれらの混合
物からなる群から選ばれるカオトロピック剤0.25－２０質量％
を含んでなる、抗ウイルス組成物。
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